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「
両
立
支
援
等
助
成
金
」 

は
、
仕
事
と
育
児
を
両
立
し

や
す
い
職
場
環
境
整
備
に
取
り
組
む
事
業
主
を
支
援

す
る
制
度
で
す
。
令
和
６
年
１
月
よ
り
「
育
休
中
等
業

務
代
替
支
援
コ
ー
ス
」
を
新
設
し
、
育
児
休
業
や
育
児

の
た
め
の
短
時
間
勤
務
制
度
が
よ
り
利
用
し
や
す
く

な
る
よ
う
、
業
務
を
代
替
す
る
体
制
の
整
備
へ
の
支
援

を
拡
充
し
ま
し
た
。 

▽
【
拡
充
】
育
児
休
業
取
得
者
の
業
務
を
代
替
す
る
周

囲
の
労
働
者
に
手
当
を
支
給
し
た
場
合

代
替
す
る
労
働
者
に
支
給
し
た
手
当
の
額
に
応
じ
て
、

助
成
金
の
支
給
額
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

【
主
な
支
給
要
件
】

①
代
替
業
務
の
見
直
し
、
効
率
化

②
手
当
制
度
等
を
就
業
規
則
等
に
規
定

③
７
日
以
上
の
育
児
休
業
取
得

④
業
務
代
替
者
へ
の
手
当
等
の
支
給

【
支
給
額
】

以
下
①
②
の
合
計
額
を
支
給
（
最
大
１
２
５
万
円
）

①
業
務
体
制
整
備
経
費
：
５
万
円
（
育
休
１
か
月
未
満

の
場
合
は
２
万
円
）

②
手
当
支
給
総
額
の
４
分
の
３
（
上
限
10
万
円
／
月
、

12
か
月
ま
で
）

▽
【
新
設
】
短
時
間
勤
務
中
の
業
務
を
代
替
す
る
周
囲

の
労
働
者
に
手
当
を
支
給
し
た
場
合

育
児
の
た
め
の
短
時
間
勤
務
制
度
利
用
中
の
労
働
者

の
業
務
代
替
へ
の
手
当
支
給
に
つ
い
て
、
新
た
に
助
成

金
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
支
給
要
件
】

①
代
替
業
務
の
見
直
し
・
効
率
化

②
手
当
制
度
等
を
就
業
規
則
等
に
規
定

③
１
か
月
以
上
の
短
時
間
勤
務
利
用

④
業
務
代
替
者
へ
の
手
当
等
の
支
給

【
支
給
額
】

以
下
①
②
の
合
計
額
を
支
給
（
最
大
１
１
０
万
円
）

①
業
務
体
制
整
備
経
費
：
２
万
円

②
手
当
支
給
総
額
の
４
分
の
３
（
上
限
３
万
円
／
月
、

子
が
３
歳
に
な
る
ま
で
）

▽
【
拡
充
】
育
児
休
業
取
得
者
の
代
替
要
員
を
新
規
雇

用
（
派
遣
受
入
含
む
）
で
確
保
し
た
場
合

【
主
な
支
給
要
件
】

①
代
替
要
員
を
新
規
雇
用
ま
た
は
派
遣
で
確
保

②
７
日
以
上
の
育
児
休
業
取
得

③
代
替
要
員
が
業
務
を
代
替

【
支
給
額
】

代
替
期
間
に
応
じ
た
額
を
支
給

最
短
：
７
日
以
上
14
日
未
満
…
９
万
円

最
長
：
６
か
月
以
上
…
６
７
・
５
万
円

▽
【
加
算
】
一
定
の
場
合
に
助
成
金
の
支
給
額
が
加
算

さ
れ
ま
す

Ａ
：
有
期
雇
用
労
働
者
加
算

①
〜
③
の
助
成
金
の
対
象
の
育
児
休
業
取
得
者
や
短
時

間
勤
務
制
度
の
利
用
者
が
有
期
雇
用
労
働
者
の
場
合

に
、
支
給
額
が
10
万
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
業
務
代
替
期
間
が
１
か
月
以
上
の
場
合
に
限
り
ま

す
。

Ｂ
：
育
児
休
業
等
に
関
す
る
情
報
公
表
加
算

自
社
の
育
児
休
業
取
得
状
況
等
に
関
す
る
情
報
を
指
定

の
サ
イ
ト
上
で
公
表
し
た
場
合
、
支
給
額
が
２
万
円
加

算
さ
れ
ま
す
。

※
最
初
の
１
回
に
限
る
。

▽
そ
の
他

両
立
支
援
等
助
成
金
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照

長
野
県
で
は
、
外
国
人
材
の
採
用
を
希
望
す
る
県
内
企

業
と
、
監
理
団
体
・
登
録
支
援
機
関
・
人
材
紹
介
会
社

等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
を
提
供
す
る
「
長
野
県
外
国

人
材
受
入
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
デ
ス
ク
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

▽
事
業
概
要

①
外
国
人
材
の
採
用
を
希
望
す
る
県
内
企
業
か
ら
の
相

談
に
対
応

「
外
国
人
材
を
採
用
し
た
い
け
れ
ど
何
か
ら
始
め
て
良
い

か
分
か
ら
な
い
」「
言
語
や
環
境
の
違
い
か
ら
、
外
国
人

材
の
採
用
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
」
と
い
っ
た
、
外
国

人
材
採
用
に
関
す
る
ご
相
談
に
何
度
で
も
無
料
で
対
応

し
ま
す
。

②
県
内
企
業
と
監
理
団
体
・
登
録
支
援
機
関
・
人
材
紹

介
会
社
等
を
マ
ッ
チ
ン
グ

ご
相
談
内
容
に
応
じ
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
適
切
な
監
理

団
体
・
登
録
支
援
機
関
・
人
材
紹
介
会
社
等
と
マ
ッ
チ

ン
グ
し
ま
す
。

③
外
国
人
材
活
用
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

外
国
人
材
受
入
に
あ
た
っ
て
の
不
安
の
解
消
、
外
国
人

材
の
定
着
・
活
躍
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▽
支
援
の
流
れ

①
長
野
県
外
国
人
材
受
入
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
デ
ス

ク
へ
問
い
合
わ
せ

②
支
援
デ
ス
ク
が
ご
相
談
内
容
を
踏
ま
え
、
企
業
情
報

な
ど
を
監
理
団
体
・
登
録
支
援
機
関
・
人
材
紹
介
会
社

等
（
マ
ッ
チ
ン
グ
候
補
先
）
へ
提
供

③
マ
ッ
チ
ン
グ
候
補
先
か
ら
サ
ポ
ー
ト
内
容
な
ど
を
お

申
込
み
企
業
へ
提
案

④
お
申
込
み
企
業
と
マ
ッ
チ
ン
グ
先
で
直
接
契
約
後
、

マ
ッ
チ
ン
グ
先
か
ら
人
材
の
紹
介
・
面
接
、
採
用
へ

▽
お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
外
国
人
材
受
入
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
デ
ス
ク

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
０
‐
３
６
６
６
‐
０
４
６
８

県
は
、
多
様
な
人
材
の
労
働
参
加
を
進
め
る
と
と
も
に
、

県
内
企
業
の
人
材
不
足
解
消
を
図
る
事
業
で
あ
る
「
長

野
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ワ
ー
ク
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
シ
ョ
ー
ト
タ
イ
ム
ワ
ー
ク
活
用
事
例
紹
介
や
業

務
切
り
出
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
行
う
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

人
材
確
保
に
お
悩
み
を
抱
え
る
県
内
企
業
の
皆
様
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
名
称
／
業
務
切
り
出
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
内
容

①
「
シ
ョ
ー
ト
タ
イ
ム
ワ
ー
ク
」
活
用
事
例
の
紹
介

②
実
際
に
「
業
務
切
り
出
し
」
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
実
施

▽
講
師
／
梅
原
み
ど
り
氏

（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社 

多
様
性
・
情
報
化
推
進
課

長
）

▽
開
催
日
時

11
月
15
日
午
後
１
時
か
ら
午
後
２
時
（
開
場
午
後
０
時
45

分
）

▽
会
場

松
本
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
２
‐
２
会
議
室

（
松
本
市
中
央
４
丁
目
７
番
26
号
）

▽
申
込
み
方
法　

特
設
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
込

▽
申
込
み
締
切　

11
月
14
日

▽
参
加
費　

無
料

▽
お
問
合
せ
先

長
野
県
労
働
雇
用
課
雇
用
対
策
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
： 

０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
２
０
１

▽
概
要

【
日
時
】
11
月
６
日
午
後
１
時
半
か
ら
午
後
３
時
50
分

【
場
所
】
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）

▽
内
容

①
講
演
１
「
テ
レ
ワ
ー
ク
視
点
で
解
説
す
る
『
改
正
育

児
・
介
護
休
業
法
』
〜
来
年
の
施
行
に
向
け
、
企
業
が

今
か
ら
備
え
る
べ
き
こ
と
〜
」

【
講
師
】
株
式
会
社
テ
レ
ワ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト　

代

表
取
締
役　

田
澤　

由
利　

様

②
講
演
２
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の

推
進
に
つ
い
て
」

【
講
師
】
総
務
省　

自
治
行
政
局　

公
務
員
部　

公
務

員
課　

女
性
活
躍
・
人
材
活
用
推
進
室
企
画
係
長　

加

藤　

嘉
朗　

③
施
策
紹
介　
「
国
の
支
援
策
の
ご
紹
介
」

・「
人
材
確
保
等
支
援
助
成
金(

テ
レ
ワ
ー
ク
コ
ー
ス

に
つ
い
て)

」
長
野
労
働
局　

雇
用
環
境
・
均
等
室

・「
テ
レ
ワ
ー
ク
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ポ
ー
ト
事
業

に
つ
い
て
」 

信
越
総
合
通
信
局　

情
報
通
信
振
興
課

▽
お
申
込
／
信
越
総
合
通
信
局
Ｈ
Ｐ
か
ら
申
込

▽
総
務
省　

信
越
総
合
通
信
局

情
報
通
信
部 

情
報
通
信
振
興
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
６
‐
２
３
４
‐
９
９
３
３

育
休
中
等
業
務
代
替
支
援
コ
ー
ス

業
務
切
り
出
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
信
越

外
国
人
材
受
入
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
デ
ス
ク
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小諸市　小泉　俊博 市長
身
全
霊
で
市
政
運
営
に
あ
た
る

 

11
月
16
日
に
市
制
70
周
年
式
典

全

Voice to the future
　
は
じ
め
に
、
本
年
４
月
７
日
執
行
の
小
諸

市
長
選
挙
に
お
い
て
、
小
諸
商
工
会
議
所
会

員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ま
に
ご
支
援
い
た
だ
き
、
三
度
、
小
諸
市

政
の
舵
取
り
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
２
期
８
年
、

民
間
出
身
の
市
長
と
し
て
様
々
な
こ
と
に
挑

戦
し
、
人
口
の
社
会
増
や
企
業
・
店
舗
誘
致
、

ま
ち
の
賑
わ
い
創
出
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
増

額
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
子
育
て
支

援
、
福
祉
施
策
と
い
っ
た
目
に
見
え
る
形
に

な
っ
て
き
た
成
果
は
も
と
よ
り
、
公
約
と
し

て
掲
げ
た
様
々
な
施
策
や
事
業
な
ど
、
市
政

運
営
全
般
に
対
し
、
多
く
の
評
価
、
理
解
、

支
持
が
得
ら
れ
、
市
政
の
継
続
を
託
さ
れ
た

も
の
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
と
し
ま
し
て
は
、
託
し
て
頂
き
ま
し
た

こ
の
４
年
間
を
、
こ
れ
ま
で
の
８
年
間
を
た

だ
踏
襲
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
選
挙
を
通

じ
て
い
た
だ
い
た
様
々
な
声
を
市
政
に
反
映

す
べ
く
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
取
り
組

み
に
も
挑
戦
し
、
全
身
全
霊
で
市
政
経
営
に

あ
た
っ
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
、

持
続
可
能
な
自
治
体
で
あ
る
た
め
に
全
国
の

自
治
体
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
お
り
ま
す
。
他

の
自
治
体
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
だ
け
で

は
埋
没
し
、
衰
退
し
て
い
く
こ
と
は
目
に
見

え
て
い
ま
す
。言
わ
ず
も
が
な
私
た
ち
に
は
、

先
を
見
据
え
て
戦
略
的
な
市
政
運
営
を
し
て

い
く
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　
小
諸
で
暮
ら
す
人
が
「
小
諸
に
住
ん
で
良

か
っ
た
」「
小
諸
に
住
み
続
け
た
い
」と
思
い
、

ま
た
私
た
ち
の
子
や
孫
が
「
小
諸
に
生
ま
れ

て
良
か
っ
た
」と
思
え
る
小
諸
と
な
る
よ
う
、

今
後
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
小
諸
商
工
会
議
所
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
よ
り
良
い
小
諸
市
を
築
く
た
め
、

様
々
な
形
で
お
力
添
え
頂
き
ま
す
よ
う
、
あ

ら
た
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
小
諸
市
の
前
身
で
あ
る
旧
小
諸
町
は
、
昭

和
29
年
２
月
に
大
里
村
、
川
辺
村
、
北
大
井

村
と
合
併
し
た
の
ち
、同
年
4
月
に
三
岡
村
、

南
大
井
村
と
合
併
し
て
小
諸
市
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
小
諸
市
制
施
行
70
周
年
と
い
う

節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
市
制

施
行
70
周
年
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
11
月
16
日
に
は
記
念

式
典
を
開
催
す
る
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
記
念
式
典
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を

振
り
返
り
、
市
勢
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
皆
様
方
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
未
来
に

向
か
っ
て
更
な
る
発
展
を
期
す
機
会
と
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
」

の
推
計
を
も
と
に
「
人
口
戦
略
会
議
」
が
行

っ
た
分
析
で
は
、
日
本
全
体
の
４
割
に
あ
た

る
自
治
体
が
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
20
代
か

ら
30
代
の
女
性
が
半
減
し
、
最
終
的
に
は
消

滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
急
激
な
人
口
減
少
社
会
の
中
に
あ
る
我
が

国
に
お
い
て
、
地
方
は
大
変
厳
し
い
状
況
に

立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
小
諸
市
長
と
し

て
、
こ
の
先
も
小
諸
市
が
持
続
可
能
な
自
治

体
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
、

人
口
減
少
対
策
、
地
域
の
経
済
対
策
、
市
民

福
祉
の
向
上
な
ど
、
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
を

し
な
が
ら
、
精
一
杯
自
治
体
経
営
に
ま
い
進

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
勢
発
展
の
た
め
、
今
後
と
も

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
小
諸
商
工
会
議
所

の
ご
発
展
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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活力ある事業所情報

　お
店
の
味
を
そ
の
ま
ま
に

　
　

 

Ｈ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
ｙ
ａ
海
賊
船

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

    　

 

ア
サ
マ
２
０
０
０
パ
ー
ク

●小諸市高峰高原●TEL：23-1714●営業時間：8時半～16時（季節変動あり）　●ＨＰ：https://asama2000.com/

●住所：御影新田 2746-1　● TEL：0267-22-2793　●営業時間：11 時半～ 14 時半、17 時～ 21 時　●定休日：月曜

　
　

●住所：御影新田 2437-10　● TEL：0267-27-0919　●営業時間：9 時～ 20 時　●定休日：不定休

　

御
影
新
田
に
あ
る
「
メ
ナ
ー
ド

フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
サ
ロ
ン
ウ
ィ
ロ
ー

チ
ェ
」（
土
屋
智
恵
代
表
）
で
は
、

ス
キ
ン
チ
ェ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
し

た
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
エ
ス
テ
の
提
供

や
化
粧
品
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

利
用
客
の
年
齢
層
は
20
代
か
ら
90

代
ま
で
と
幅
広
く
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
な
ど
行
っ
た
う
え
で
、
ひ
と

り
一
人
の
肌
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス

や
化
粧
品
の
提
案
を
行
う
。

　

ス
キ
ン
チ
ェ
ッ
ク
で
は
角
質
細

胞
を
採
取
し
て
、
科
学
的
に
肌
を

分
析
す
る
こ
と
が
で
き
、
効
率
的

に
美
肌
レ
ベ
ル
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
。
ま
た
要

望
の
商
品
は
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
や
エ
ス
テ
セ
ラ
ピ
ス
ト

が
責
任
を
持
っ
て
自
宅
に
届
け
る

な
ど
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
も
充
実
し
て

お
り
、
好
評
。
店
舗
は
ツ
ル
ヤ
御

影
新
田
店
が
近
い
た
め
、
お
買
い

物
つ
い
で
に
利
用
す
る
ケ
ー
ス
も

多
い
。

　

代
表
の
土
屋
さ
ん
は
「
美
し
さ

に
ま
ご
こ
ろ
を
こ
め
て
」
と
い
う

思
い
を
大
切
に
、
疲
れ
た
お
肌
と

心
を
癒
せ
る
地
域
密
着
型
の
サ

ロ
ン
を
目
指
し
た
い
。」
と
話
す
。

完
全
予
約
制
と
な
り
、
電
話
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
式
ラ
イ
ン

ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
予
約
が
可
能
。

　
「
ス
テ
ー
キ
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｈ
ｉ
ｓ

ｈ
ｉ
ｙ
ａ
海
賊
船
」（
中
村
紘
崇
社

長
）
は
、
信
州
牛
１
０
０
％
ハ
ン

バ
ー
グ
や
ス
テ
ー
キ
を
提
供
し
て

お
り
、
創
業
25
周
年
。
こ
の
た
び

弁
当
の
販
売
を
開
始
し
、
信
州
牛

を
使
っ
た
ス
テ
ー
キ
弁
当
を
は
じ

め
、
そ
ぼ
ろ
重
や
ハ
ン
バ
ー
グ
弁

当
、
チ
キ
ン
弁
当
な
ど
幅
広
く
提

供
し
て
い
る
。

　

店
の
味
を
そ
の
ま
ま
家
庭
や
職

場
で
も
堪
能
で
き
る
よ
う
工
夫
。

国
の
持
続
化
補
助
金
を
利
用
し
ス

チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン
オ
ー
ブ

ン
を
導
入
す
る
な
ど
設
備
投
資
も

行
っ
た
。
価
格
は
千
円
か
ら
で
、

予
算
や
用
途
に
合
わ
せ
幅
広
く
取

り
揃
え
て
お
り
、
メ
ニ
ュ
ー
以
外

で
も
要
望
に
合
わ
せ
て
注
文
を
承

っ
て
い
る
。配
達
も
可
能（
要
相
談
）

で
、
個
人
か
ら
企
業
や
医
療
機
関

な
ど
の
大
口
注
文
も
見
込
む
。

　

ま
た
店
頭
や
ネ
ッ
ト
販
売
し
て

い
る
「
ぺ
っ
た
ん
こ
ハ
ン
バ
ー
グ
」

が
好
評
。
信
州
牛
１
０
０
％
で
つ
な

ぎ
は
な
し
。
焼
い
た
際
に
硬
く
な
ら

ず
、
短
時
間
で
火
が
通
り
や
す
い
よ

う
薄
く
し
て
い
る
の
が
特
徴
。
店
頭

で
提
供
し
て
い
る
角
切
り
玉
ね
ぎ

オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ー
ス
付
き
だ
。

　

ぺ
っ
た
ん
こ
ハ
ン
バ
ー
グ
の
ネ

ッ
ト
注
文
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
可
能
。
お
弁
当
注
文
は
電
話
に

て
予
約
。

見
た
目
も
中
身
も
綺
麗
に

　

メ
ナ
ー
ド
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
サ
ロ
ン
ウ
ィ
ロ
ー
チ
ェ
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掲載情報を募集しています ! TEL.0267-22-3355/FAX.0267-23-9030
E-mail:kcci@komoro.org

　
　

旅
の
起
点
に

　
　
　
　
　
　 

Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｓ

中
華
と
お
酒
を
一
緒
に

　  　
　 　
　
　
　
　
　

中
華
ビ
ス
ト
ロ
太
一

●住所：相生町 1-2-12 エイワンビル 1F　● TEL：070-6976-0210　●営業時間：ランチ 11 時半～ 14 時半　ディナー 17 時半～ 22 時半　●定休日：水、木（月 2 回）※インスタグラムで告知

●住所：相生町2-1-3　● TEL:0267-46-9867　●営業時間：８時半～22時半　●定休日：火・水曜

　

こ
の
度
、
相
生
町
商
店
街
の
さ

く
ら
寿
司
横
に
「
中
華
ビ
ス
ト
ロ

太
一
」（
佐
野
太
一
店
主
）
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。
代
表
の
佐
野
店
主
は

軽
井
沢
の
ハ
ル
ニ
レ
テ
ラ
ス
に
も

店
舗
が
あ
る
「
希
須
林
」
に
て
約

20
年
間
勤
務
。
元
々
独
立
す
る
こ

と
が
目
標
で
あ
っ
た
と
い
い
、
タ

イ
ミ
ン
グ
よ
く
駅
前
の
空
き
店
舗

が
見
つ
か
り
独
立
に
至
っ
た
。

　

シ
ン
プ
ル
で
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

な
店
内
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
席
と
テ

ー
ブ
ル
席
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

様
々
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
利

用
で
き
る
。
提
供
さ
れ
る
料
理
は

約
20
種
類
の
創
作
中
華
料
理
が
メ

イ
ン
と
な
る
ほ
か
、
か
め
出
し
紹

興
酒
や
中
国
茶
と
い
っ
た
ド
リ
ン

ク
類
も
豊
富
に
取
り
揃
え
て
い
る
。

看
板
メ
ニ
ュ
ー
の
レ
バ
ニ
ラ
は
、

生
で
食
べ
れ
る
ほ
ど
新
鮮
な
物
を

仕
入
れ
る
な
ど
食
材
に
も
こ
だ
わ

　

相
生
町
の
旧
竹
澤
書
店
ビ
ル
に

複
合
型
宿
泊
施
設
「
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｌ

Ｓ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
市
の
元

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
堺
大
紀

さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
「
コ
モ
ロ

ノ
」
が
運
営
す
る
。

　

地
元
の
人
と
旅
行
者
が
繋
が
れ

る
場
所
を
テ
ー
マ
に
、
２
階
の
宿

泊
施
設
の
ほ
か
、
１
階
で
は
カ
フ

ェ
バ
ー
や
元
々
本
屋
だ
っ
た
文
脈

を
活
か
し
、
店
内
の
壁
面
に
約

２
千
冊
ほ
ど
の
本
を
取
り
揃
え
る
。

カ
フ
ェ
バ
ー
で
は
、
サ
イ
フ
ォ
ン

で
淹
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
や
県
内
の
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
（
８
種
類
）
な
ど

が
楽
し
め
る
ほ
か
、
軽
食
な
ど
も

提
供
し
て
い
る
。
店
内
の
本
は
自

由
に
読
む
こ
と
が
で
き
、
気
に
入

っ
た
も
の
は
購
入
す
る
こ
と
も
可

能
。
ま
た
子
連
れ
で
も
安
心
し
て

過
ご
せ
る
よ
う
、
店
内
奥
に
は
小

上
が
り
ス
ペ
ー
ス
も
設
置
す
る
な

ど
訪
れ
る
人
が
様
々
な
ス
タ
イ
ル

っ
て
お
り
好
評
だ
と
い
う
。

　

今
後
は
地
元
の
食
材
を
積
極
的

に
使
用
し
た
料
理
を
提
供
し
た
い

と
い
う
。
佐
野
店
主
は
「
中
華
料

理
を
つ
ま
み
感
覚
で
楽
し
ん
で
も

ら
い
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
料
理

や
お
酒
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と

話
す
。
ま
た
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は

汁
な
し
担
々
麺
と
麻
婆
あ
ん
か
け

ご
飯
の
２
種
類
を
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

販
売
。
こ
ち
ら
も
利
用
し
た
い
。

で
自
分
の
時
間
を
過
ご
せ
る
空
間

と
な
っ
て
い
る
。

　

２
階
の
宿
泊
施
設
で
は
、
個
室

や
カ
プ
セ
ル
タ
イ
プ
の
部
屋
が
用

意
し
て
あ
り
、
利
用
シ
ー
ン
に
よ

っ
て
選
べ
る
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
シ

ン
グ
ル
で
１
泊
４
９
０
０
円
〜
。

　

堺
代
表
は
「
人
や
情
報
が
行
き

か
い
、
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
を
起
点
に

観
光
地
や
市
内
の
お
店
な
ど
を
回

っ
て
も
ら
え
る
場
所
に
し
た
い
」

と
話
す
。
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こ
の
ほ
か
、「
ふ
ー
ど
ま
つ
り
」
で

行
わ
れ
た
各
ブ
ー
ス
の
主
な
イ
ベ
ン

ト
内
容
は
次
の
通
り
。

▽
地
産
特
別
委
員
会
（
竹
花
長
雅
委

員
長
）

　
「
こ
も
ろ
ん
味
噌
焼
そ
ば
販
売
」
販

売
開
始
前
か
ら
注
文
が
入
り
、
行
列

が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
午
後
１
時
前

に
は
予
定
し
て
い
た
３
０
０
食
が
完

売
し
た
ほ
か
、「
御
牧
ケ
原
ポ
タ
ー
ジ

ュ
ス
ー
プ
」の
試
食
・
販
売
も
行
っ
た
。

▽
青
年
部
（
黒
澤
隆
一
会
長
）

　
「
秘
密
の
ま
か
な
い
」
ほ
ん
ま
ち
町

屋
館
を
会
場
に
、
青
年
部
会
員
に
よ

る
フ
ー
ド
や
青
年
部
グ
ッ
ズ
を
販
売

し
た
。
そ
の
他
子
供
向
け
の
ブ
ー
ス

な
ど
、
年
代
幅
広
く
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
た
。

▽
女
性
会
（
大
西
優
子
会
長
）

　
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」
ま
ち
タ
ネ
広
場
を
受

け
付
け
に
、
市
内
４
か
所
の
押
印
所

を
回
っ
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
豪

華
賞
品
が
あ
た
る
抽
選
に
参
加
で
き

る
と
い
う
企
画
を
実
施
。
商
店
街
の

活
性
化
と
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て

実
施
し
、
当
日
は
87
名
が
参
加
し
た
。

　

そ
の
他
、
委
託
団
体
で
は
、
こ
も

ろ
ス
タ
ン
プ
に
よ
る
「
は
っ
と
く
シ

ー
ル
ま
つ
り
」、
信
州
小
諸
そ
ば
振
興

会
に
よ
る
「
各
種
新
そ
ば
販
売
」、
小

諸
商
店
会
連
合
会
に
よ
る
「
Ｐ
ａ
ｙ

Ｐ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
を
実

施
し
た
。

　

ま
た
地
域
を
超
え
た
連
携
事
業
と

し
て
、
小
海
町
商
工
会
の
会
員
事
業

所
３
店
の
ほ
か
、
新
潟
県
佐
渡
市
、

神
奈
川
県
大
磯
町
も
出
展
し
観
光
Ｐ

Ｒ
や
特
産
品
販
売
な
ど
を
行
っ
た
。

建設委員会（谷和人委員長）は「タイルコース
ター制作体験会」や「建設重機体験会」を実施。
建設重機の乗車体験には約 150 組が参加し、高
所作業車やバックホー（写真）を体験した

まちタネ広場に登場した巨大
なエアー遊具は、来場した子
どもたちから人気を集めた

大手門公園の「せせらぎの丘」で行った
ステージイベント。参加者は会場にゆっ
たりと流れる音楽に耳を傾けた

観光委員会（中野信之委員長）は、小諸高校
と小諸商業高校の生徒会による「謎解きゲー
ム４」を実施。懐古園や大手門など市内の歴
史に触れながら学習の機会を創出するイベン
トで約 200 人が参加した。また、相生町商
店街通りで行った「第 20回北国街道小諸宿
骨董蚤の市」もにぎわった

経済・環境委員会（中込裕幸委員長）は、
豊かな環境づくり佐久地域会議と「2024
環境フェア in 小諸」を行った。先着 300
人にエコバック、塗り絵セット、地球温
暖化についてクイズ形式で学べる冊子を
配布し、環境問題への啓発を行った

　

第
30
回
信
州
小
諸
ふ
ー
ど
ま
つ
り
が
10
月
6
日
開
催
さ
れ
た
。

　

当
所
で
は
塩
川
会
頭
の
掲
げ
る
３
つ
の
基
本
方
針
「
連
携
」、「
教
育
」、「
Ｄ
Ｘ
」
に
よ
り
、部
会
、

委
員
会
、
青
年
部
、
女
性
会
、
そ
の
他
当
所
が
委
託
を
受
け
る
各
団
体
の
ブ
ー
ス
展
示
や
体
験
会

な
ど
を
多
数
開
催
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
清
々
し
い
気
候
の
恵
ま
れ
た
当
日
は
、
駅
前
、
相
生
町
通
り
、
本
町
な
ど
で
多
く
の

人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

駅
前
で
は
ス
テ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
や
エ
ア
ー
遊
具
、
ま
ち
タ
ネ
広
場
と
大
手
門
公
園
で
は
会
員
事

業
所
に
よ
る
販
売
・
体
験
ブ
ー
ス
、
相
生
町
で
は
骨
董
蚤
の
市
や
マ
ル
シ
ェ
な
ど
で
小
諸
の
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
た
。

30回目のふーどまつり 大盛況
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
ま
ち
タ
ネ
広
場
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当
所
女
性
会
（
大
西
優
子
会

長
）
は
、
9
月
27
日
に
当
所
3

階
研
修
室
に
お
い
て
、
小
諸
市

女
性
市
議
会
議
員
と
意
見
交
換

会
を
開
催
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
2
回
目

　

当
初
青
年
部
（
黒
澤
隆
一
会
長
）

は
、
10
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
長

野
県
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
派
遣
に
よ
る
炊
き
出

し
訓
練
を
実
施
し
た
。
本
訓
練
は

小
諸
市
南
城
公
園
を
メ
イ
ン
会
場

に
、
小
諸
市
役
所
、
小
諸
市
総
合

体
育
館
、
小
諸
市
武
道
館
、
す
ぱ

ー
く
小
諸
、
浅
間
南
麓
こ
も
ろ
医

療
セ
ン
タ
ー
、
小
諸
高
原
病
院
な

ど
広
範
に
わ
た
り
開
催
。

　

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
炊
き
出

し
は
小
諸
市
総
合
体
育
館
駐
車
に

お
い
て
行
わ
れ
た
。
発
災
に
よ
り

水
道
が
使
え
な
い
事
態
を
想
定
し
、

弁
天
の
清
水
を
汲
み
上
げ
、
災
害

食
と
し
て
封
入
し
た
食
品
を
湯
煎

し
て
提
供
す
る
方
法
を
考
案
。
５
事

業
所
の
商
品
を
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
に

ま
と
め
、「
防
災
食
プ
レ
ー
ト
」
と

し
て
小
諸
市
長
、
長
野
県
知
事
な

ど
の
来
賓
や
、
訓
練
参
加
者
、
一

　

９
月
４
〜
６
日
の
3
日

間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

開
い
た
「
第
36
回
グ
ル
メ
シ

ョ
ー
秋
２
０
２
４
」
に
「
酢

久
商
店
」
が
出
展
し
た
。

　

３
日
間
を
通
し
て
の
展

示
会
全
体
の
来
場
者
数
は

３
万
１
千
人
ほ
ど
。
山
吹
味

噌
を
中
心
に
、
甘
酒
、
味
噌

煎
餅
、
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
の

味
噌
漬
け
、
か
ん
ず
り
味
噌

を
出
品
し
た
。
今
回
は
中
小

企
業
診
断
士
の
専
門
家
を
現

地
に
派
遣
し
、、
会
期
間
中

出
展
者
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
っ
た
。

　

会
期
前
で
は
展
示
会
に
お

い
て
質
の
高
い
商
品
情
報
を

バ
イ
ヤ
ー
に
提
供
で
き
る
よ

う
「
Ｆ
Ｃ
Ｐ
シ
ー
ト(

フ
ー

ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
シ
ー
ト)

」
の

作
成
指
導
や
、
会
期
中
は
シ

ー
ト
を
使
い
な
が
ら
各
社
の

商
品
に
つ
い
て
バ
イ
ヤ
ー
と

情
報
交
換
を
行
い
、
３
日
間

を
通
し
１
１
３
件
ほ
ど
の
企

業
と
商
談
や
名
刺
交
換
を
行

っ
た
。

　

出
展
し
た
企
業
か
ら
は

「
多
く
の
企
業
に
自
社
製
品

を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会

と
な
っ
た
。」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
た
。
今
後
は
、
会

期
中
に
繋
が
り
の
で
き
た
企

業
に
対
し
て
、
具
体
的
な
商

談
に
繋
が
る
よ
う
営
業
な
ど

で
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い

く
。

　

当
所
連
携
推
進
特
別
委

員
会
（
竹
花
長
雅
委
員
長
）

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
10

月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
佐

久
市
創
造
館
・
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｕ
メ
ッ
セ
に
お
い
て
、
２

社
の
出
展
補
助
を
実
施
し

た
。
当
日
は
佐
久
地
域
の

小
学
生
や
各
取
引
先
な
ど

が
多
く
来
場
す
る
中
、
各

企
業
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
初
め

て
諏
訪
圏
工
業
メ
ッ
セ
へ

の
出
展
補
助
を
実
施
し
、

２
社
が
展
示
を
行
っ
た
。

当
日
は
当
委
員
会
の
視
察

研
修
を
合
わ
せ
て
実
施

し
、
５
名
の
委
員
が
参
加

し
県
内
随
一
の
工
業
展
の

視
察
を
行
っ
た
。

　

当
所
建
設
委
員
会
（
谷
和
人
委
員

長
）
と
、高
地
活
用
特
別
委
員
会
（
唐

澤
正
幸
委
員
長
）
は
9
月
27
日
、
高

地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
地
と
し
て
多
く
の

ア
ス
リ
ー
ト
が
訪
れ
る
千
ｍ
林
道
の

整
備
を
行
っ
た
。

　

市
内
業
者
で
構
成
す
る
小
諸
市
水

道
工
事
協
会
と
小
諸
市
建
設
協
議
会

が
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
運
動
の
一
環
で

毎
年
草
刈
り
を
行
っ
て
お
り
、
7
年

前
よ
り
「
小
諸
市
エ
リ
ア
高
地
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
推
進
協
議
会
」
の
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
当
所
も
協
働
で
実
施
し
今

回
で
13
回
目
の
開
催
。

　

当
日
は
、
小
諸
市
水
道
工
事
協
会

と
小
諸
市
建
設
協
議
会
か
ら
13
社
13

人
と
当
所
の
建
設
、
高
地
活
用
特
別

委
員
会
か
ら
13
人
が
参
加
し
た
。

般
観
覧
者
な
ど
を
対
象
に
１
０
０

食
配
布
し
た
。

　

参
加
事
業
所
（
メ
ニ
ュ
ー
）
は
、

竹
幸
商
店
（
ミ
ニ
ラ
ー
メ
ン
）、
Ｐ

Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｙ
（
ミ
ニ
お
好
み
焼
き
）、

風
味
堂
（
ミ
ニ
俵
ど
ら
焼
き
）、
中

吉
（
肉
巻
き
お
に
ぎ
り
串
）、
Ｌ
ａ

ｃ
Ｂ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ
（
信
州
野
菜
を
使

っ
た
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
）。
実
際
の

災
害
を
想
定
し
、
各
事
業
所
が
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
し
た
。

の
開
催
。
女
性
市
議
、
当
所
女

性
会
員
、
事
務
局
合
わ
せ
23
名

が
出
席
し
た
。

　
互
い
の
活
動
報
告
の
ほ
か「
女

性
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
活
発
な
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　

意
見
交
換
会
終
了
後
は
、
小

諸
市
議
会
議
場
を
見
学
。
参
加

者
一
同
で
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

 

女
性
会

女
性
市
議
会
議
員
と

 
２
度
目
の
意
見
交
換
会

 

青
年
部

 

県
総
合
防
災
訓
練
で

 

炊
き
出
し
に
挑
戦

 

連
携
推
進
特
別
委

 

展
示
会
へ
の
出
展

 

補
助
事
業
を
実
施

 
グ
ル
メ
シ
ョ
ー
秋

  
酢
久
商
店
が
出
展  

建
設
、
高
地
活
用
特
別
委

 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
整
備

 

千
ｍ
林
道
で
草
刈
り

諏訪圏工業メッセの視察
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
メ
ッ
セ
会
場
で
、
塩
川
当
所
会

頭
（
左
）
と
、
メ
ッ
セ
の
白
鳥
実
行
委
員

長
（
中
央
）、
原
啓
明
佐
久
地
域
振
興
局
長
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○調査日：令和6年 10月 1日（火）　午前９時～午後
6時
○調査地点：市内９ヶ所
○天候：晴れ（昨年も晴れ）
　※大手調査地点を旧アミューズビル前から中沢ビル前
へ平成27年から変更。
　※小諸厚生総合病院が市庁舎隣りに移転したことを見
据え、市町を調査地点に平成27年から追加。
【車両について】
①～⑨の各調査地点での車輌通行総数は３２，２２８台。
対令和５年度比１，０７８台増加（＋３．５％）となった。
増加した地点は⑧赤坂が328台（+20.2％）⑦古城が
259台（+7.2％）⑨市町が183台（+7.6％）③荒町が
141台（+4.5％）①相生町が117台（+7.0％）⑤大手
が52台（+1.0％）⑥南町が44台（+0.7％）②本町が
33台（+1.1％）
減少した地点は④与良町の79台（△1.8％）
車両通行量の多い順は、南町、大手、与良町、古城、荒

市
内
９
地
点

通
行
量
調
査

車
両
は
赤
坂
が
20
％
増

 

６
地
点
で
歩
行
者
数
が
減
少

町、本町、市町、赤坂、相生町の順

【歩行者について】
中心商店街①～⑨地点の歩行者総数は2,334人。対令
和５年度比158人減少（△6.3％）した。
増加した地点は⑥南町が109人（+52.4％）⑧赤坂が
63人（+29.7％）⑤大手が41人（＋17.3％）
減少した地点は①相生町が140人（△21.5％）②本町
が98人（△21.0％）③荒町が79人（△25.9％）⑨市
町が35人（△32.1％）⑦古城が12人（△9.2％）④
与良町が7人（△4.0％）であった。
歩行者通行量の多い順は、相生町、本町、南町、大手、赤坂、
荒町、与良町、古城、市町の順

・調査日の天候は快晴。車輌は昨年よりも８地点で増加。
歩行者は6地点が減少した。
・大手、赤坂、南町については、車両、歩行者がともに
増加した。

　この調査は、小諸市内の各所での通行量を把握し、地点間及び時系列的な比較により、経営環境の変化に伴う影響度合いを
知るために、例年１０月の第１火曜日に実施している。
　各調査地点に於いて歩行者（男女別（中学生以上）、自転車・バイク）、車輌（バス・乗用車・トラック）に分け、通行方向
別に１時間毎の通行量を午前９時から午後６時までの９時間にわたって調査した。調査の集計結果の概要は下記の通りである。
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月11

黒澤ナパーパン　さん

新
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
も
挑
戦
し
た
い

ＮＡＰＡ　Ｋｉｔｃｈｅｎ

　八幡町の自宅を改装して飲食店をオープンしました。
営業時間は10時半から。ラストオーダーは15時まで。
月火定休。
　お店は 2階にあり、食事は階段を下りた屋外にある
イートスペースでも召し上がれますし、テイクアウト
も可能です。当日でも結構ですので、来店前にご連絡
いただければご用意いたします。
　ペットを飼っていらっしゃる方も屋外のイートスペ
ースをご利用いただけます。
　定番の人気メニューのガパオライス各種のほか、パ
ッタイやヤムウンセンなども提供しています。その他、
トムヤムクンやカレーなどの限定メニューを不定期で
出す予定です。セルフでコーヒーのサービスもありま
す。また、新メニューとしてエビと細ネギを卵でとじ
てご飯に乗せたエビ入りカイジャオライスと、タイ風
すき焼きも始めました。今までキッチンカーで出せな
かったメニュー随時増やしていく予定です。
　今後は、新メニュー開発にも挑戦したい。タピオカ
の蒸し団子に豚肉やピーナツを詰めたサークーサイム
ーを提供予定です。タイの屋台の定番のおやつです。
　また、月２回の夜の営業も考えています。
これからもキッチンカーや実店舗での営業を通じて本
場のタイ料理を楽しんでいただきたいと思います。

▽
１
日
（
金
）

・
上
田
地
域
産
業
展
（
〜
２
日
）

▽
５
日
（
火
）

・
経
済
環
境
委
員
会
（
11
時
〜
）

▽
10
日
（
日
）

・
小
諸
商
工
会
議
所
１
１
０
周
年
記
念

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
祝
賀
会

▽
12
日
（
火
）

・
Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
（
14
時
〜
）

▽
14
日
（
木
）

・
小
諸
機
工
同
友
会
例
会
（
18
時
〜
）

▽
16
日
（
土
）

・
小
諸
市
市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典

▽
17
日
（
日
）

・
日
商
簿
記
検
定

▽
18
日
（
月
）

・
建
設
関
係
団
体
長
懇
談
会
（
15
時
〜
）

▽
19
日
（
火
）

・
商
品
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
13
時
〜
）

▽
21
日
（
木
）

・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
相
談
会

・
高
地
活
用
特
別
委
員
会
（
18
時
〜
）

▽
22
日
（
金
）

・
建
設
委
員
会
視
察
研
修

▽
23
日
（
土
）

・
飯
綱
山
公
園
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

▽
24
日
（
日
）

・
も
の
づ
く
り
体
験
会
（
10
時
〜
）

▽
27
日
（
水
）

・
地
産
特
別
委
員
会
（
10
時
〜
）

▽
29
日
（
金
）

・
東
信
菊
花
展
賞
状
授
与
式

委
員
会
だ
よ
り

10
月
の
議
題

事
業
所
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ

■
新
規
入
会

・
中
華
ビ
ス
ト
ロ
太
一　
佐
野

太
一
代
表　

相
生
町
１
‐
２

‐
１
２
エ
イ
ワ
ン
ビ
ル
１
Ｆ

・（
株
）
フ
ィ
ー
ル
ド　

原

健
一
代
表　

甲
１
８
３
０
‐

１
２

■
代
表
者
変
更

・
丸
二
紙
店　
山
口
光　
代
表

取
締
役

テイクアウト、事前予約は…
電話090-8952-3345

★InstagramはQRコードから

■
工
業
委
員
会
（
10
月
２
日
）

・
も
の
づ
く
り
体
験
会
に
つ
い
て

■
商
業
委
員
会
（
10
月
９
日
）

・
委
員
会
事
業
に
つ
い
て

・
小
諸
市
ま
ち
づ
く
り
（
駅
前

実
証
実
験
）
に
つ
い
て

■
連
携
推
進
特
別
委
員
会

（
10
月
17
日
）

・
諏
訪
圏
工
業
メ
ッ
セ
視
察
研

修■
地
産
特
別
委
員
会
（
10
月

18
日
）

・
ス
ー
プ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

・
小
委
員
会
か
ら
の
報
告
等

■
Ｄ
Ｘ
推
進
特
別
委
員
会

（
10
月
23
日
）

・
Ａ
ｐ
ｐ
Ｓ
ｕ
ｉ
ｔ
ｅ
講
習
会

■
建
設
委
員
会
（
10
月
30
日
）

・
建
設
関
係
団
体
長
懇
談
会

に
つ
い
て

　

小
諸
商
工
会
議
所
は
、
明
治
35
年
に
商
業
振
興
を
目
的
に
設
立
し
た
「
小
諸
興
商
会
」
を
大
正
３

年
４
月
に
改
組
し
「
小
諸
商
工
会
」
と
し
、
さ
ら
に
大
正
12
年
２
月
に
定
款
を
変
更
し
て
「
小
諸
商

工
会
議
所
」
と
改
称
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
、
創
立
１
１
０
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

ひ
と
え
に
、
歴
代
会
頭
や
役
員
議
員
、
そ
し
て
会
員
事
業
所
の
皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

11
月
10
日
に
は
、
１
１
０
周
年
を
祝
う
祝
賀
会
を
行
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
先
駆
け
、
同
日
に
小
諸

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
の
ど
自
慢
大
会
」
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
節
目
の
年
を
市
民
と
共
に
祝
お

う
と
計
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

15
組
の
出
場
者
は
す
で
に
募
集
を
終
え
て
い
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
市
民
と
１
１
０
周
年
を
祝
い

た
い
と
、
現
在
、
観
覧
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ご
家
族
ご
友
人
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
大

会
の
観
覧
に
出
か
け
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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秋
灯
り
こ
も
ろ

 

２
０
２
４

　

今
年
度
で
３
回
目
に
あ
た

る
当
所
青
年
部
（
黒
澤
隆
一

会
長
）主
催
の「
秋
灯
り
小
諸
」

が
始
ま
っ
て
い
る
。
大
手
門

公
園
「
せ
せ
ら
ぎ
の
丘
」
を

は
じ
め
、
小
諸
駅
周
辺
に
た

く
さ
ん
の
灯
籠
を
置
き
、
夜

の
小
諸
市
街
地
を
灯
篭
の
幻

想
的
な
灯
り
で
照
ら
し
て
い

る
。

　

今
年
は
小
諸
商
工
会
議
所

籠
を
設
置
し
た
。

　

19
日
に
は
せ
せ
ら
ぎ
の
丘

と
停
車
場
ガ
ー
デ
ン
に
お
い

て
、
灯
篭
の
点
灯
式
と
飲
食

物
や
ク
ラ
フ
ト
品
を
販
売
す

る
「
あ
か
り
市
」
を
開
催
。

　

点
灯
式
に
は
当
所
観
光
委

員
会
中
野
信
之
委
員
長
、
小

諸
市
小
泉
俊
博
市
長
が
出
席
。

押
下
さ
れ
た
ス
イ
ッ
チ
に
よ

り
一
斉
に
灯
籠
が
点
灯
し
た
。

の
創
立
１
１
０
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
に
あ
た
る
。「
秋

灯
り
小
諸
」
は
、
令
和
４
年

の
初
回
以
降
、
年
々
灯
篭
の

数
を
増
や
し
、
規
模
を
拡
大

し
て
き
た
。
ち
な
み
に
、
今

年
度
は
灯
籠
の
設
置
数
を

１
５
０
基
ま
で
増
や
し
た
ほ

か
、
灯
篭
の
設
置
場
所
に
大

手
門
を
加
え
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
も
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
開
催
に
向
け
前
年

と
同
じ
く
協
賛
企
業
を
募
集

し
た
。
協
賛
企
業
名
や
企
業

ロ
ゴ
を
和
紙
に
印
刷
し
、
小

諸
か
る
た
の
絵
札
・
読
み
札

と
と
も
に
灯
籠
の
側
面
に
掲

載
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
に
あ
た
り
、
８
月
か
ら
継

続
的
に
「
こ
も
ろ
駅
前
ナ
イ

ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
。

市
内
の
高
校
生
や
市
民
な
ど

有
志
の
参
加
者
を
中
心
に
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
手
法
に
つ

い
て
の
議
論
や
作
業
が
「
小

諸
駅
の
ま
ど
」
や
「
ま
ち
タ

ネ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
」
で
行
わ
れ
た
。

大
手
門
公
園
に
は
通
路
沿
い

に
番
傘
や
篝
火
を
模
し
た
灯

▽
開
催
期
間

　
令
和
６
年
11
月
17
日
ま
で

▽
開
催
場
所

　

小
諸
駅
前
、
停
車
場
ガ
ー

デ
ン
、
せ
せ
ら
ぎ
の
丘
、
大

手
門
公
園
、
地
下
連
絡
通
路
、

懐
古
園
三
ノ
門

▽
設
置
個
数

　
１
５
０
基

▽
点
灯
時
間

　
各
日
午
後
４
時
〜
11
時


